
1 
 

道路管理の実務におけるＤＸの取組について 

３次元点群データと統合型ＧＩＳの活用 
 

 

横山 隼佑 

 

東京都 建設局 第二建設事務所 補修課（〒140-0005 東京都品川区広町2-1-36） 

 

近年，ＤＸを梃子とした構造改革により都政はデジタル化を大きく推進している．道路管理

分野においても，これまで道路空間の３Ｄデータ取得や統合型ＧＩＳの導入など，ＱＯＳ（ク

オリティ・オブ・サービス）の飛躍的向上に向けた環境整備が着実に進展している．一方で，

事業の主たる執行部隊である各建設事務所においては，新たなツールやシステムが十分に活用

されておらず，実務における運用の具体化が急務となっている． 

本稿では，第二建設事務所補修課における道路管理の実務として，設計及び情報管理の視点

からＤＸに取り組み，実務の効率化・高度化を実現した事例について報告する． 

 

キーワード ３次元点群データ，統合型ＧＩＳ，業務の高度化・効率化  

 

 

1.  はじめに 

 東京都は，令和3年3月に「シン・トセイ 都政の構造

改革ＱＯＳアップグレード戦略」を策定し，ＤＸの推進

を梃子として様々なプロジェクトを展開している．建設

局では「３Ｄデータ等を活用したインフラの建設・維持

管理の高度化」をリーディングプロジェクトに掲げるな

ど，業務の高度化・内部事務等の効率化を促進する新た

なシステム・ツールの導入が進められている． 

 一方，現場で事業を執行する建設事務所では，各自が

抱える個別課題に対するシステム・ツールの運用方法が

具体化されておらず，取り残された課題も多い．真に構

造改革を推進するためには，課題に直面する担当者の目

線で新たなシステム・ツールを活用した解決策の検討も

重要である．そこで第二建設事務所補修課では，道路管

理における実務の効率化・高度化を目指して，「設計」

と「情報管理」の視点でＤＸに取り組んだ． 

 

2.  ３次元点群データを活用した平面図作成 

 (1)   工事発注図面作成時の課題と解決策 

 工事の発注プロセスは，要望・計画に対して調査・測

量を実施した上で，設計，積算，施工とすることが一般

的である．設計及び積算には現況を詳細に示す測量成果

が必要となるが，交通事故を発端とした緊急の安全対策

など，突発的に対応する業務では事前の測量成果がない

ことも多い．小規模工事の場合は職員が簡易計測を行う

ことで対応できるが，数量の精度が低く，また計測作業

に時間を取られ職員の負担も大きい．さらに，交通量の

多い路線や陸橋・アンダーパス等の歩行者立ち入り禁止

の箇所では測量委託から実施せざるを得ず，整備の遅れ

が課題となっていた（図－1）． 

この解決策として，令和3年度から区部及び多摩部の

都道を対象に取得を進めている道路空間の３Ｄデータ

（以下，「点群データ」という．）を活用した．点群デ

ータはＭＭＳ：Mobile Mapping Systemにより計測したも

ので，３次元の位置情報（緯度，経度，高さ）を持つ

「点」の集合体として道路空間の地形や構造物を立体的

に表現することができる（図－2）． 

 

要望・計画 調査・測量 設計・積算 工事施工

直営の簡易計測により対応

⇒ 低精度、職員の負担増
現場条件により直営対応が困難

⇒ 対応の遅れ

緊急の要請
現況図なし

 

図-1  突発業務における課題 

 
図-2  道路空間の３Ｄデータ（点群） 
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本取組では，点群データを上空から平面的に見たとき

のオルソ画像（地物の位置ズレをなくし，地図と同じく

真上から見たような傾きのない，正しい大きさと位置に

表示された画像）を作成し，ＣＡＤ上で道路台帳図に重

ね合わせた上で，道路台帳図に不足する路面標示等を描

画する手法により平面図の作成を試みた． 

 

(2)  活用事例と効果 

令和4年度には，本手法を用いて工事2件の発注図面作

成を実践した．詳細を以下に述べる． 

a)車道改良工事（すべり止め舗装）【職員対応】 

本事例は，交通管理者からの要請を受け，山手通り

のすべり止め舗装工を急遽行ったものである（表－1）．

測量成果がなく，また交通量が多いことから簡易計測も

困難であったため，職員が本手法を用いて発注図面及び

数量調書を作成した（図－3）． 

従来手法と比べて計測作業が省略されたことによる

効率化のほか，職員による直接作業で対応可能な現場条

件が拡大されたこと，簡易計測と比べて数量の精度が向

上したことなど高度化の効果を確認した． 

一方で，切り出したオルソ画像を目視により台帳図

に重ね合わせるため，数ｃｍ程度の誤差が発生し，広範

囲では位置ズレも大きくなる．そのため，この誤差を許

容できる工種・数量に限定されるといった適用範囲の制

限も確認した． 

 

b)自転車通行空間整備工事【委託対応】 

本事例は，令和4年5月に駒沢通りで発生した交通事故

を契機として，交通管理者から早期の自転車通行空間の

整備を要請され，急遽暫定整備の対応をしたものである．

設計延長が約１kmと広範囲であったため，一般には測量

の後に設計委託の手順が必要となるが，利用者の安全確

保のため迅速な整備が求められている背景を踏まえ，測

量業務を省略し，(1)点群データによる平面図作成＋(2)

自転車通行空間道の設計を行う業務を一つの委託とする

ことで整備効果の早期発現を狙った． 

委託の概要を 表-2 に示す．委託箇所のような都市部

での計測ではGNSS信号（観測点の位置情報）の受信状況

が悪いことが想定された．そのため，補足的に調整点を

設置した上で複数計測データの合成処理や点群データの

精度管理等の調整処理作業を行い（図－4，図－5），数

値図化用データとしてレベル500を確保した．その後，

経年で形状が変化している歩道巻込み部や乗入部等を修

正し，路面標示を書き加え，自転車通行空間の計画平面

図を作成した（図－6）． 

本事例を通して得られた効果と問題点・課題を 表－3

にまとめる．従来の測量業務と比べて現地作業を大幅に

削減したことで工期短縮が図られた．加えて，測量業務

自体の省略によって発注・契約の事務手続き等が圧縮さ

れ，4か月程度の早期整備を実現することができた． 

 

 

 

 

 

図-3  点群データを活用した図面作成の手順 

表-1  【事例 a 】設計概要 

施工箇所 
主318 山手通り 

品川区大崎三丁目地内 

施工範囲 延長 L=29.5m，幅員 W=5.6m～9.1m 

施工内容 薄層カラー(すべり止め)舗装工 A=192m2 

表-2  【事例 b 】委託業務概要 

委託箇所 
特416 駒沢通り 

目黒区柿の木坂二丁目～東が丘二丁目 

委託箇所 延長 L=0.99km，幅員 W=9.0m 

工  期 令和4年10月17日～令和5年1月31日(70日間） 

業務項目 

①業務計画書の作成，②現地踏査， 

③調整処理，④平面図及び数量調書作成， 

⑤報告書作成，⑥打合せ 

作業前 

（道路台帳図） 

オルソ画像重ね合わせ 

路面標示等描画 

作業後 

（数量根拠図） 
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図-4  データ合成時の相対誤差の調整 

 
図-5  複数データの合成による補完 

 

 

 

図-6  点群データを活用した図面作成状況（自転車通行空間） 

表-3  点群データを活用した図面作成業務の効果と課題 

分類 問題点・課題 効果 

データ  本庁で一括してデータを保管しているため，各

建設事務所での資料準備，貸与ができない 

 各社の使用ソフトが異なるため，データ変換作

業が必要 

⇒ 業務着手までに多少の手間がかかる 

 現在取得している点群データで本委託の遂行が

可能であることを確認 

 車道＋歩道の点群データ取得箇所では，遮蔽物

によるデータの欠損はほとんどない 

⇒ 新たに計測が必要な項目はなし 

現場 

作業 

 元図の道路台帳や点群データの精度・品質が悪

い場合には必要な調整点が増加．作業量・日数

増のリスク 

 沿道に高層ビルが並ぶなど GNSS の受信状況が悪

い箇所では調整点測量が困難 

⇒ データや沿道環境の適用制限がある 

 従来手法と比較して作業時間を削減 

※現地踏査：△5.5人日 

測量（調整処理）作業：△11.5人日 

 受発注者の現場立会が不要．業務範囲の確認は

点群データで代用可能． 

⇒ 受発注者双方の業務を効率化，工期短縮 

その他  測量作業が省力化されるため，測量会社の受注

機会が減少（本手法の適用範囲は限定的であ

り，影響は軽微と考えられる） 

 大手の空間情報コンサルの他，中堅・地方の建

設コンサルも入札に参加（全 5 社）．一定程度

の受け皿及び競争性の確保を確認 

 

 (3)  活用機会の拡大に向けて 

本取組では，取得済みの点群データを活用すること

で，これまで職員の直接作業では困難であった現場条件

への対応や測量業務の省力化による工事の早期着手を実

現し，本手法の有用性を確認した． 

一方で，現場条件による点群データの精度・品質や

工種等の適用範囲制限のほか，道路空間（地形・地物）

は事業や沿道工事の影響で経年変化することから点群デ 

 

ータの鮮度を確保するための定期更新が必要といった課

題も残されている． 

なお，本取組時点では，点群データの閲覧・取り出

しはデータを保管する本庁部署でのみ可能としていたが，

令和6年度から各建設事務所にも配備予定である． 

今後は，職員が直接作業で対応している小規模工事

設計も同手法を使って委託対応とするなど，更なるアウ

トソーシングによる業務効率化に取り組みたい． 

自転車通行空間の設計 
（ナビマーク，ナビライン） 

点群データから 
既設路面標示を描画 

走行車両の 

遮蔽による欠損 

作業後 

（工事発注図面） 

作業前 

（オルソ画像） 

路面標示等描画 

自転車通行空間設計 



 

4 

 

3.  統合型ＧＩＳを活用した工事履歴管理 

 (1)   工事履歴管理の課題 

既設構造物に対する維持・補修を分掌とする第二建

設事務所補修課では，定期的な健全度調査に加えて，過

年度の詳細調査や工事履歴等の情報を参考に補修箇所及

び補修方法を決定している．また，都道を使用した占用

や工事の申請・許可を担当する同管理課では，復旧時の

舗装構造として，直近の路面補修工事のしゅん功図を参

照するなど部署を跨いだ利用場面も多く，工事履歴の情

報管理は重要な位置付けにある． 

他方で，同補修課では，路面補修工事の履歴を案内

図，工事概要のリスト，紙のしゅん功図で管理していた．

そのため，工事履歴を確認する際には，①案内図で年度

及びキロポストを確認，②リストから件名を確認，③ロ

ッカーからファイルを取り出してしゅん功図を捜索とい

った煩雑な手順が必要となり，非効率な管理状況となっ

ていることが課題であった． 

 

 (2)   統合型ＧＩＳ（Ｋ－Ｍａｐ）への情報一元化 

この解決策として，建設局地理情報システム（Ｋ－

Ｍａｐ）を活用した情報管理の高度化を行った．Ｋ－Ｍ

ａｐとは，東京都建設局が所管する統合型ＧＩＳで，地

図とデータベースをリンクさせることによって，地図上

で様々な情報を総合的に管理し，利活用を促進するシス

テムのことである． 

本取組では，平成初期から令和3年度までの路面補修

工事（約650件）のしゅん功図をスキャン，データ化し，

点在していた各工事情報と合わせてＫ－Ｍａｐに集約さ

せた（図－7）．工事範囲はラインで地図上に落とし込

み，工事情報としゅん功図を紐づけることで，即時参照，

ダウンロードができるよう整備した（図－8）．工事情

報は文字検索や属性の絞り込みも可能としており，更な

る情報の統合により補修箇所の分析機能も期待される． 

 

 (3)   効果と今後の取組 

新旧の管理方法で，必要な工事情報の取り出しにか

かる時間を比較した結果，以前は点在する情報を順を追

って確認していたが，整備後はＫ－Ｍａｐ上で作業が完

結することから，およそ1/3の時間で対応可能となった．

また，他部署の職員も含め自席のＰＣから工事情報及び

しゅん功図を参照できるようになったことで，結果とし

て補修課職員が受ける問い合わせの対応時間を削減する

こととなった．その他，全てＰＣ上で作業が完結するこ

とで，テレワークにも対応したといった副次的な効果も

得ることができた． 

今後は更なる情報のアップデートとして，工事履歴

と併せて情報の取り出し機会が多い舗装構造調査の結果

や測量成果等も統合させることで，より利便性の向上を

図りたい． 

案内図 工事概要 しゅん功図

年度 件名 路線番号 自 至
R4 路面補修工事（３二の３・二層式低騒音舗装） 311 9048 9332
R4 路面補修工事（３二の８・二層式低騒音舗装）及び道路施設整備工事（３二の８）管きょ更生311 13742 14228
R4 路面補修工事（３二の９・二層式低騒音）及び自転車通行空間整備工事（３二－1）311 617 1249
R4 路面補修工事（３二の９・二層式低騒音）及び自転車通行空間整備工事（３二－1）311 18016 18161
R4 路面補修工事（４二の３・二層式低騒音舗装） 311 3865 4187
R4 路面補修工事（４二の３・二層式低騒音舗装） 311 6656 6860
R3 路面補修工事（２二の４・二層式低騒音舗装）その２311 9770 10424
R3 路面補修工事（２二の１５・二層式低騒音舗装） 311 15901 16525
R3 路面補修工事（２二の１１・二層式低騒音舗装） 311 1825 2424
R3 路面補修工事（２二の１１・二層式低騒音舗装） 311 3047 3234
R3 路面補修工事（２二の１４・二層式低騒音舗装） 311 17364 17800
R2 路面補修工事（31二の１７・二層式低騒音舗装）及び上野毛大橋維持工事（橋面舗装）311 10739 11027
R2 路面補修工事（31二の１７・二層式低騒音舗装）及び上野毛大橋維持工事（橋面舗装）311 13453 13736
H31 路面補修工事（31二の６・二層式低騒音舗装） 311 18440 18653
H30 路面補修工事（29二の１７・二層式低騒音舗装） 311 16780 17378
H29 路面補修工事（29二の３・二層式低騒音舗装） 311 4970 5390
H28 路面補修工事（28二の７） 311 6045 6460

年度 件名 路線 KP

各種工事情報が点在集 約

地図とデータベースをリンク
工事情報の統合管理

K-Mapの活用

紙地図上に
ライン表示 情報を拡充

６５０件
データ化

 

図-7  Ｋ－Ｍａｐへの情報一元化の概要 

H13

H8

H24

H25

R2

工事概要

各工事範囲を
ラインで表示

しゅん功図
取り出し

 

図-8  Ｋ－Ｍａｐ操作画面 

 

4.  まとめ 

道路管理の実務における課題解決として担当者の目

線でＤＸに取り組み，一定の効率化・高度化を実現した． 

【設計】３次元点群データを活用した平面図作成 

 職員による直接作業で対応可能な現場条件の拡大 

 作業の省力化等による早期の工事発注 

【情報管理】統合型ＧＩＳを活用した工事履歴管理 

 工事情報の取り出しにかかる時間を1/3に圧縮 

 部署間の利用や作業場所を選ばない環境を整備 

今後も加速するデジタル化の中で，更なるＱＯＳ向

上に向けた道路管理を目指して，引き続き実務における

ＤＸに取り組みたい． 


